
切であることを、事例を交えて紹介いただくと共に、①子供たちの話を聞いてあげて②人として

尊重してあげて③親の価値観「らしさ」を押し付けないで④無理なときは距離を置いて⑤保護者

も一人で抱え込まないで⑥命の教育は親子で考えてなど、保護者としての在り方もご示唆いただ

いた。参加した保護者からは、次のような声が寄せられた。 

・「自分らしさは自分で決める」すごく心に響きました。子育ての中で、こうあるべき、親とし

てこうしなきゃ、とかすごく思ってしまうけど、勇気を持てた気がします。 

・「その人の考え方を尊重する」ことが大切であることが分かりました。子どもたちのそれぞれ

の考え方を大切に、日々成長を楽しみにしていこうと思います。 

（２）家庭教育支援講座「スマホ･ゲームが子どもの脳や心の健康に与える影響」

講師に NPO かけはし代表の富岡ひとみ様をお迎えし、「ス

マホ・ゲームが子どもの脳や心の健康に与える影響」と題

して、講演をいただいた。 

 本校児童のスマホ所持率は、学校全体で約 37％とほぼ全

国平均である。４年生以上の所持率は４割、中でも６年生

では６割を超えており、これは全国平均を大きく上回って

いる実態がある。情報社会の進展、ICT 教育の普及などの社

会の変化に加え、「みんな持ってる」「みんなやってる」な    【ワークショップの様子】 

どの子どもたちのキラーワードが、保護者にとって、子どもたちにスマホを持たせるハードルを

大きく下げる要因になっていると考える。今回の講話では、「オンラインゲームは、覚醒剤並みの

脳への刺激がある」「スマホ依存症になってしまうと治すことができない」など、スマホ･ゲーム

が子どもたちの脳や心の健康に大きな影響を与えることを学び、デジタルツールの与え方や使い

方を改めるよい機会となった。参加した保護者からは、次のような感想が聞かれた。 

・「スマホやゲームをしているときは、脳は動いていない」と知り、ショックでした。何となく

与えてしまったゲームが、子どもの脳に悪影響があると知り、とても怖くなりました。この

件について、家庭でも話し合いたいと思っていたので、よいきっかけになりました。また、

他のお母さん方の話も参考になりました。 

６ 研究の考察 

 年５回、ワークショップ形式の講演による家庭教育講座を実施したことで、子どもたちを取り

巻く様々な課題に対し、親としての見識を高めると共に、それぞれの課題に対し、親として子ど

もたちとどう向き合っていくか学ぶことができた様子を、保護者アンケートや感想から伺うこと

ができた。 

７ 成果と今後の課題 

ワークショップ形式を取り入れ、保護者同士の意見交換の場を設けたことで、親としての思い

や悩みを共有でき、親としての在り方、意識を高めることにつながった。 

 今後も子どもたちを取り巻く様々な課題を取り上げ、多くの保護者の学びの場となるよう運営

方法や講座内容を PTA 役員と考え、さらに魅力的な家庭教育支援講座となるよう努めていきたい。 

学校支援を積極的に進めよう 

～子どもの協調性や地域性を育む～ 

豊田市立畝部小学校ＰＴＡ 

１  学区及び学校の概要 

 本校は、豊田市南西部、矢作川の右岸に位置し、明治 6 年、第 2 大学区第７中学区第 16 番小学

宗定校として創設（祐専寺）として創立発足され、令和 5 年に創立 150 周年を迎えた。敷地内（本

校正門）には、かつて碧海地域のために明治用水事業の建設に尽力した伊豫田与八郎公（本校地

区：阿弥陀堂出身）の銅像が建っており、歴史的にも農業の盛んな地域にある。 

 子ども数は 282 名（ＰＴＡ会員家庭数が 226 件）の中規模校で、田畑に囲まれ、自然や緑に恵

まれた学区である。現在も農業を営む家庭が多く、祖父母とともに 3 世帯で暮らす家庭も少なく

ない。学校では、地域の方の協力のもと、生活科や総合的な学習では、野菜作りの学習に取り組

んでいる。また、保護者の学校行事等へ参加率は高く、多くの地域の方が地域学校共働本部のボ

ランティアに参加していて、地域・保護者が学校の教育活動に協力的である。

２  研究のねらい 

ＰＴＡ事業を通じて、保護者や地域のより多くの人が学校と関わることで、子どもの協調性や

地域性が育まれる一助となることを目指している。その実現に向け、より多くの保護者が学校と

関わり、地域と連携した活動を実践していくことが大切であると考えた。 

３  研究の仮説 

 ＰＴＡ役員・会員や地域の方々と子どもたちが触れ合う機会を通じて、地域の多くの人と子ど

もたちが関わることができることで、自然とあいさつができる子どもたちが育ち、子どもの協調

性や地域性を育むことにつながるであろう。 

４  研究の方法 

ＰＴＡ事業「夏季の下校時見守り活動」「運動会前の環境整備活動」などを通じて、ＰＴＡ役員

・会員のみならず、地域の方々と子どもが触れ合う機会をつくる。そして、これらの事業や子ど

もの行事に参加する際に、子どもとあいさつを交わすことで、効果の検証を行う。 

５ 研究の実践 

（１）  地域と連携した熱中症対応夏季下校時見守り活動

熱中症対応夏季下校時見守り活動は、令和５年度からスター

トした。本年度も、本格的な夏が始まる前、6 月の10日間に行

った。ＰＴＡと各地区子供会、自治区と連携して、通学路の給

水ポイントで見守りを行った。 

 子ども自らが、熱中症予防ができるように、学校と連携して、

各通学路に給水ポイントとして、子どもが立ち止まって水筒の

－ 15 －－ 14 －



お茶を飲む場所を決めた。また、下校時見守り活動では、体調が悪いときは、見守り活動に来て

いる大人に相談できる体制を整えた。この活動によって、子どもが自ら水分補給し、通学団の班

長も積極的に休憩を呼び掛ける様子が見られ、予防が身に付いてきていると感じた。また、短い

時間でも足を止める事で、子どもが互いに周りの子の体調変化を知るきっかけになっていた。 

本年度も事故なく終えることができ安堵するとともに、記録的な猛暑に来年以降さらなる対策が

必要になると感じた。 

（２）　子どもたちの安心する環境を整える運動会前の環境美化活動

子どもたちの安心した環境を整える環境美化活動として運動会前に校庭内の草取りを中心と

した環境美化活動を実施している。 

 本年度も、ＰＴＡ役員だけではなく、ＰＴＡ会員や地

域の方にも参加を呼びかけ、天候が不安定な中、ＰＴＡ

会員、地域の方、子どもたちに参加いただいた。 

 環境美化活動を通じて、子どもと保護者、地域の様々

な人の交流につながる活動となった。今後も、環境美化

活動を継続し、子どもたちの学び舎に対する環境美化意

識の向上を図っていきたい。 

（３）　地域貢献と触れ合いを深める盆踊りでの放送活動

８月中旬の２日間、区長会が主催する畝部小学校区全

体の盆踊り大会が開催され、女性会や高齢者クラブ、踊

り愛好会等の団体とともに PTA 役員等も行事に参画し

た。飲食物販の手伝いの他、放送部会では述べ７人の子

どもたちが楽曲進行のナレーションを担って盆踊りを

盛り上げた。「いいね！頑張ってね！」の声掛けをして

もらうなど、子どもたちが多くの方々と触れ合う良い機

会になったとともに、地域に貢献する充実感を感じていたように映った。 

６  研究の考察 

下校時見守り活動や授業参観など、ＰＴＡ役員が子どもたちと直接ふれあうことができる機会

において、子どもたちから、「こんにちは」とあいさつをしている姿が多く見られた。低学年の子

どもでも、恥ずかしがることなく、大きな声で自ら進んであいさつをすることができていた。 

 ＰＴＡの事業が、子どもの協調性や地域性を少なからず育んでいるとともに、地域で愛される

ことで自己肯定感の形成にも寄与しているのではないかと考える。 

７  成果と今後の課題 

 地域の方々との触れ合いが、子どもの成長に寄与することができたと感じる。触れ合う頻度の 

高さが、効果の大きさにつながると推測されるが、そのことによるＰＴＡ役員・会委員の負担増 

加が懸念される。そのため、頻度に頼ることなく、効果が大きい方法（取組・事業等）は何かを 

探求していく必要がある。 

－ 16 －


